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知っていますか?
市
民
活
動
は
、

な
に
よ
り
自
分
の
た
め

平
成
十
一
年
度
に
本
市
が
行
っ
た
市
政

モ
ニ
タ
ー
調
査
で
は
、「
市
民
活
動
に
参

加
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
が
回
答
者

の
半
数
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

実
際
に
活
動
し
て
い
る
人
が
活
動
に
参
加

す
る
理
由
の
ト
ッ
プ
は
「
自
分
の
た
め
に

な
る
と
思
っ
た
か
ら
」
の
五
○
％
、
次
い

で
「
社
会
や
人
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
く

て
」
が
四
七
％
（
複
数
回
答
可
）
に
な
っ

て
い
ま
す
。

余
暇
時
間
の
増
加
や
、
価
値
観
の
多
様

化
な
ど
、
社
会
が
変
化
す
る
中
、
精
神
的

充
実
感
や
自
己
実
現
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分

の
関
心
の
あ
る
分
野
で
、
実
践
的
に
社
会

と
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
市
民

活
動
は
、
個
人
の
生
き
方
の
幅
を
広
げ
て

く
れ
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

市
民
活
動
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
背
景

に
は
、
こ
の
よ
う
な
個
人
の
意
識
の
変
化

が
あ
る
こ
と
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

市
民
活
動
の

「
非
営
利
性
」と
は
？

市
民
活
動
の
特
徴
の
一
つ
に
「
非
営
利

性
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
収
益
活

動
を
一
切
行
わ
な
い
と
い
う
意
味
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

市
民
活
動
団
体
が
活
動
し
て
い
く
中
で

は
、
当
然
、
交
通
費
や
通
信
費
、
印
刷
費

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
費
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
多
く
の
場
合
、
こ
れ
ら
の
経
費
は

メ
ン
バ
ー
の
会
費
の
ほ
か
、
企
業
や
行
政

な
ど
の
寄
付
や
助
成
金
で
賄
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
市
民
活
動
団
体
が
長
期
に
わ
た

っ
て
安
定
し
た
活
動
を
行
う
た
め
に
は
、

寄
付
や
助
成
金
に
頼
ら
な
い
経
済
的
な
自

立
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
物

品
の
販
売
な
ど
で
補
助
的
な
収
益
を
あ
げ

る
場
合
の
ほ
か
、
介
護
保
険
事
業
の
よ
う

に
、
活
動
自
体
を
収
益
事
業
と
し
て
継
続

的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
団
体
も
増

え
て
い
ま
す
。た
だ
し
、収
益
は
組
織
の
活

動
資
金
と
し
て
充
て
ら
れ
、決
し
て
個
人
に

分
配
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
こ

が
営
利
団
体
と
は
明
確
に
違
う
点
で
す
。

NPO法の制定で
ボランティアを取り巻く状況は
大きく変わると思います。
ボランティア情報誌「ボラナビ」代表

森田
も り た

麻美子
ま み こ

さん

「ボラナビ」とは、ボランテ

ィアのナビゲーション（案内

役）という意味。平成12年の

9月号で通算25号になりまし

た。ボランティア募集やイベ

ント案内などを毎月20件ほ

ど掲載し、25,000部を大学

やスーパー、銀行や郵便局な

どで無料配布しています。また、毎月「ボラナビの

集い」として、ボランティアに興味のある人や、実際

に活動している人たちの交流会を行っています。

平成10年の創刊以来、情報集めに苦労したのは

最初の3号くらい。その後は常に情報の提供があ

り、掲載した情報のほとんどすべてに対して反響が

あります。応募者は学生、社会人、年配の方などさ

まざまで、初めてボランティアをするという人も多

いですね。子供が好き、英語力を生かしたいなど、

自分の興味や特技に合致する活動をしたい人が多

いようです。

これからのボランティアは、NPO法の制定によ
って大きく変わっていくと思います。従来通り個人

レベルのボランティアグループとしてやっていくの

か、あるいはNPO法人になることで、地域の信頼
を得て、社会的な活動を行っていくのか。NPO法
人になれば、将来は行政から業務委託を受けられ

る可能性も出てきます。5年後、10年後には、行政

がやっていたことをNPOがやるようになり、もっと
大きな役割を担うようになると思います。（談）
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■今後、市民活動に参加したいと思うか
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市民活動
私たちの生活のあらゆる分野に

広く浸透しつつある市民活動。

複雑・多様化する社会の中で、

また、精神的な充実や

生きがいを求める人が増える中で、

ますますその重要性が高まっています。

市民活動の意義とその役割について

多方面から考えてみましょう。

「
市
民
活
動
」っ
て

な
ん
だ
ろ
う
？

も
あ
れ
ば
、
学
校
単
位
や
企
業
単
位
、
あ

る
い
は
法
人
を
設
立
し
て
組
織
的
に
行
う

市
民
活
動
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
幅
広
い
形
態
か
ら
、
市
民

活
動
と
い
う
言
葉
は
文
脈
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
使
わ
れ
方
を
し
ま
す
が
、
一
般
的

に
は
次
の
よ
う
な
共
通
点
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

1
自
発
性
（
自
由
意
思
に
基
づ
き
、
自
ら

進
ん
で
行
う
）。

2
非
営
利
性
（
金
銭
的
な
価
値
で
は
な

く
、
社
会
的
な
価
値
を
追
求
す
る
）。

3
公
益
性
（
広
く
社
会
の
役
に
立
つ
）。

ま
た
、
市
民
活
動
と
聞
い
て
す
ぐ
に

連
想
す
る
の
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と

い
う
言
葉
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
は
、
原
則
と
し
て
無
報
酬
で
働
く
人

た
ち
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
活
動
の
こ
と
で
、
も
ち
ろ
ん
、
市
民

活
動
の
一
形
態
で
す
。

大
き
な
転
機
と
な
っ
た

阪
神・
淡
路
大
震
災

そ
れ
は
、
同
時
に
市
民
活
動
の
持
つ
力

を
証
明
す
る
契
機
と
な
り
、
国
は
非
営
利

の
民
間
団
体
に
関
す
る
法
律
の
制
定
に
着

手
。
そ
し
て
、
平
成
十
年
に
成
立
し
た
の

が
「
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
」、
い
わ

ゆ
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
」
で
す
。
こ
の
ほ
か
、

自
治
体
レ
ベ
ル
で
も
市
民
活
動
団
体
を
支

援
す
る
施
策
が
進
む
な
ど
、
大
震
災
を
境

に
、
市
民
活
動
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
ま
し
た
。

社
会
の
仕
組
み
が
複
雑
に
な
り
、
人
々

の
求
め
る
暮
ら
し
や
価
値
観
も
高
度
・
多

様
化
す
る
中
、
行
政
や
企
業
で
は
対
応
し

き
れ
な
い
課
題
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
市
民
活
動
団
体
は
、
多
様
な

社
会
ニ
ー
ズ
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
期

待
を
集
め
て
い
ま
す
。

法
令
の
定
め
に
基
づ
く
公
平
な
サ
ー
ビ

ス
が
求
め
ら
れ
る
行
政
は
、
常
に
慎
重
な

議
論
や
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
一

方
、
小
規
模
な
組
織
で
も
活
動
で
き
る
市

民
活
動
団
体
は
、
目
の
前
に
あ
る
個
別
の

問
題
に
迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応
で
き
る
強

み
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
非
営
利
」で
活
動
す
る
市
民
団

体
は
、
企
業
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
は

別
の
視
点
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
に
な

り
、
少
数
者
の
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

少
子
高
齢
化
、
環
境
保
全
な
ど
、
私
た

ち
が
こ
れ
か
ら
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
市
民

活
動
団
体
の
役
割
は
、
そ
う
し
た
社
会
の

中
で
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

近
年
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
「
市
民
活
動
」
と
い
う
言

葉
。
そ
れ
は
、
き
わ
め
て
多
様
な
意
味
を

含
ん
だ
概
念
で
す
。

例
え
ば
そ
の
活
動
内
容
は
、
福
祉
、
環

境
保
全
、
芸
術
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
国

際
協
力
と
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
及

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
活
動
の
担
い
手
も

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
個
人
や
少
人
数
の
グ
ル

ー
プ
で
取
り
組
む
「
草
の
根
」
的
な
活
動

国
内
で
市
民
活
動
の
存
在
が
注
目
を
浴

び
る
よ
う
に
な
っ
た
大
き
な
き
っ
か
け

は
、
平
成
七
年
に
起
こ
っ
た
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
都
市
機
能
が

マ
ヒ
し
、
混
乱
を
極
め
る
中
、
全
国
か
ら

延
べ
百
万
人
を
超
え
る
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
駆
け
付
け
ま
し
た
。
救
援
物
資
の
輸

送
や
配
分
、
避
難
所
の
運
営
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
き
め
細
や
か
な
活
動
は
、
多
く

の
人
に
強
烈
な
印
象
を
残
し
た
の
で
す
。


